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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第26期
第２四半期
累計期間

第27期
第２四半期
累計期間

第26期
第２四半期
会計期間

第27期
第２四半期
会計期間

第26期

会計期間

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成22年
    ７月１日
至  平成22年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成22年
    ３月31日

売上高 (千円) 2,369,7912,351,7381,170,3601,204,9264,783,048

経常利益 (千円) 221,356 160,120 155,204 138,535 505,055

四半期(当期)純利益 (千円) 130,190 56,746 91,104 55,581 297,971

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― ― 308,900 308,900 308,900

発行済株式総数 (株) ― ― 17,500 17,500 17,500

純資産額 (千円) ― ― 1,823,9381,996,8691,979,206

総資産額 (千円) ― ― 2,524,5092,690,3652,717,473

１株当たり純資産額 (円) ― ― 104,225.07114,106.82113,097.53

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 7,439.493,242.665,205.993,176.1017,026.97

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― 2,800

自己資本比率 (％) ― ― 72.2 74.2 72.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 159,219 80,150 ― ― 318,388

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △195,901△60,897 ― ― △190,244

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △45,014 △48,758 ― ― △45,156

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 964,5231,099,7021,129,208

従業員数 (名) ― ― 452 475 444

(注)  １　当社は、連結財務諸表および四半期連結財務諸表を作成していないので、連結経営指標等については記載　　　　

　　しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

４　持分法を適用した場合の投資損益については、利益基準および利益剰余金基準等からみて重要性の乏しい関

連会社のため、第26期、第26期第２四半期累計期間、第27期第２四半期累計期間、第26期第２四半期会計期間、第

27期第２四半期会計期間において記載を省略しております。

５　従業員数は就業人員数(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者および契約社員を含む。)で

あります。なお臨時雇用者はおりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 475

(注)  従業員数は就業人員数(当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者および契約社員を含む。)であ

ります。なお、臨時雇用者はおりません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社は、各種システムの提案、構築、保守および運用に係るサービスの提供を行っており、生産実績を定

義することは困難であるため記載しておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期会計期間における受注実績を事業区分ごとに示すと、次のとおりであります。

　

事業区分 受注高(千円) 前年同四半期比(％)受注残高(千円) 前年同四半期比(％)

グループウェアソリューション事業 481,382 117.5 442,335 127.2

ＥＲＰソリューション事業 141,484 102.4 120,990 98.8

Ｗｅｂソリューション事業 217,932 107.8 177,407 110.8

ネットワーク運用サービス事業 422,680 99.4 370,809 97.3

合計 1,263,479 107.5 1,111,541 109.9

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を事業区分ごとに示すと、次のとおりであります。

　

事業区分 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

グループウェアソリューション事業 459,667 109.2

ＥＲＰソリューション事業 138,995 92.4

Ｗｅｂソリューション事業 245,585 128.4

ネットワーク運用サービス事業 360,678 88.5

合計 1,204,926 103.0

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。　

なお、重要事象等は存在しておりません。　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

EDINET提出書類

コムチュア株式会社(E05678)

四半期報告書

 4/23



　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　
(1) 経営成績の分析

当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、世界的な景気回復期待の高まりを受けて明るい兆しが

見え始めたものの、新興国経済の成長減速や外国為替市場での円高進行、また、消費者心理の冷え込み等

により先行不透明感が広がるなかで推移いたしました。

一方、当社が属する情報サービス産業においても、景気の失速懸念を背景にＩＴ設備投資に慎重な姿勢

を示すユーザ企業は多く、依然として事業環境は厳しい状況にあります。

このような経営環境の中、当社は中期経営計画を発表し「クラウド時代を“コラボレーション”で

リードするコムチュア」を経営ビジョンに掲げ、「成長戦略」、「顧客戦略」、「人事組織戦略」、「研究

開発戦略」、「提携戦略」の諸施策に取り組みました。その結果、当第２四半期会計期間における売上高

は1,204,926千円（前年同四半期比3.0％増）となりました。しかし、損益面につきましては、中期経営計

画推進に係る費用負担が先行した結果、営業利益133,848千円（前年同四半期比7.8％減）、経常利益

138,535千円（前年同四半期比10.7％減）となりました。四半期純利益は投資有価証券売却損を32,214千

円計上したこと等により、55,581千円（前年同四半期比39.0％減）となりました。

事業区分別の実績は次のとおりであります。

① グループウェアソリューション事業

グループウェアソリューション事業は、顧客企業におけるＩＴ予算削減の影響を受けつつも、新規顧客

獲得などにより、当第２四半期会計期間における売上高は459,667千円（前年同四半期比9.2％増）とな

りました。

② ＥＲＰソリューション事業

ＥＲＰソリューション事業は、顧客企業における投資抑制の影響から、当第２四半期会計期間における

売上高は138,995千円（前年同四半期比7.6％減）となりました。

③ Ｗｅｂソリューション事業

Ｗｅｂソリューション事業は、sMashやアジャイル開発、データ連携ソリューションなど新技術を使っ

たビジネスに注力した結果、当第２四半期会計期間における売上高は245,585千円（前年同四半期比

28.4％増）となりました。

④ ネットワーク運用サービス事業

ネットワーク運用サービス事業は、急激な景気後退の影響でマネージドサービス、インフラ構築サービ

ス分野の需要が一服し、当第２四半期会計期間における売上高は360,678千円（前年同四半期比11.5％

減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の財政状態については次のとおりであります。

① 資産の部

流動資産は、前事業年度末に比べて32,412千円減少し、1,972,395千円となりました。これは主に、仕掛

品が13,857千円増加したものの、現金及び預金が29,505千円、受取手形及び売掛金が13,533千円それぞれ

減少したこと等によるものであります。

固定資産は、前事業年度末に比べて5,304千円増加し、717,970千円となりました。これは主に、ソフト

ウェアが17,577千円減少したものの、投資有価証券が26,557千円増加したこと等によるものであります。

② 負債の部

流動負債は、前事業年度末に比べて72,961千円減少し、584,640千円となりました。これは主に、未払消

費税等が12,473千円増加したものの、未払法人税等が67,918千円、買掛金が40,417千円それぞれ減少した

こと等によるものであります。

固定負債は、前事業年度末に比べて28,191千円増加し、108,855千円となりました。これは主に、資産除

去債務が29,373千円増加したこと等によるものであります。

③ 純資産の部

純資産は、前事業年度末に比べて17,662千円増加し、1,996,869千円となりました。これは、配当金の支

払額が49,000千円あったものの、四半期純利益を56,746千円計上し、その他有価証券評価差額金が9,916

千円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は74.2％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期会計

期間末に比べ135,179千円増加し、1,099,702千円となりました。当第２四半期会計期間における各キャッ

シュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果獲得した資金は46,411千円（前第２四半期会計期間は89,831千円の獲得）となりまし

た。これは主に、売上債権の増加額が89,964千円、仕入債務の減少額が59,494千円あったものの、賞与引当

金の増加額が90,451千円あったこと等によるものであります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は55,862千円（前第２四半期会計期間は4,136千円の使用）となりまし

た。これは主に、投資有価証券の売却による収入が41,238千円あったものの、投資有価証券の取得による

支出が97,930千円あったこと等によるものであります。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は6,103千円（前第２四半期会計期間は7,193千円の使用）となりまし

た。これは配当金の支払によるものであります。
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(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。　
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 58,000

計 58,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月８日)

上場金融商品取引所名または
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 17,500 17,500
大阪証券取引所
(ＪＡＳＤＡＱ市場)

単元株制度を採用
しておりません。

計 17,500 17,500 ― ―

(注)  大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場およびＮＥＯ市場ととも

に、新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引

所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額(千円)

資本準備金
残高(千円)

平成22年９月30日 ― 17,500 ― 308,900 ― 248,900
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年９月30日現在

氏名または名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

向　浩一　　　　　　 東京都国立市 7,860 44.91

コムチュア社員持株会　　　　　　　　 東京都品川区大崎１-11-２ 1,378 7.87

有限会社コム　 東京都国立市東２-24-39 1,000 5.71

向　容子　　　　 東京都国立市 770 4.40

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行　 東京都千代田区丸の内２-７-１ 500 2.85

エヌ・ティ・ティ・データ・ジェ
トロニクス株式会社

東京都千代田区霞が関３-２-５
霞が関ビル26階

500 2.85

ＴＩＳ株式会社　 東京都港区海岸１-14-５　　　 400 2.28

鈴木　孝司　　 神奈川県横浜市旭区 331 1.89

大野　健　　 神奈川県鎌倉市 300 1.71

馬上　貴伯　　　　 京都府京都市下京区 116 0.66

計 ― 13,155 75.17

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　17,500 17,500 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 17,500 ― ―

総株主の議決権 ― 17,500 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が18株(議決権18個)含まれており

ます。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
または名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

最高(円) 140,500120,000121,000110,90094,10094,000

最低(円) 85,20084,00098,60092,30079,60083,100

(注)  最高・最低株価は、大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)におけるものであります。

なお、大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)は、同取引所ヘラクレス市場およびＮＥＯ市場とともに、新たに開設さ

れた同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、平成22年10月12日付で大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダー

ド)に上場となっております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)および前第２四半期累計期

間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半

期会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)および当第２四半期累計期間(平成22年４月１

日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間(平成21年７月１日か

ら平成21年９月30日まで)および前第２四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に

係る四半期財務諸表ならびに当第２四半期会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)および

当第２四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期財務諸表について、太

陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,099,702 1,129,208

受取手形及び売掛金 713,877 727,410

仕掛品 22,093 8,236

その他 136,722 139,953

流動資産合計 1,972,395 2,004,807

固定資産

有形固定資産 ※1
 256,147

※1
 250,988

無形固定資産 52,720 71,070

投資その他の資産

投資有価証券 238,159 211,601

その他 170,942 179,004

投資その他の資産合計 409,102 390,605

固定資産合計 717,970 712,665

資産合計 2,690,365 2,717,473

負債の部

流動負債

買掛金 172,771 213,188

未払費用 111,359 101,685

未払法人税等 47,114 115,033

賞与引当金 186,576 180,085

役員賞与引当金 3,680 －

その他 63,138 47,608

流動負債合計 584,640 657,602

固定負債

資産除去債務 29,373 －

その他 79,482 80,664

固定負債合計 108,855 80,664

負債合計 693,496 738,266

純資産の部

株主資本

資本金 308,900 308,900

資本剰余金 248,900 248,900

利益剰余金 1,444,234 1,436,487

株主資本合計 2,002,034 1,994,287

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5,164 △15,080

評価・換算差額等合計 △5,164 △15,080

純資産合計 1,996,869 1,979,206

負債純資産合計 2,690,365 2,717,473
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 2,369,791 2,351,738

売上原価 1,855,642 1,890,364

売上総利益 514,148 461,374

販売費及び一般管理費 ※1
 296,996

※1
 315,726

営業利益 217,152 145,648

営業外収益

受取利息 94 135

有価証券利息 875 3,674

受取配当金 7,847 14,537

その他 534 834

営業外収益合計 9,350 19,182

営業外費用

複合金融商品評価損 5,146 4,710

営業外費用合計 5,146 4,710

経常利益 221,356 160,120

特別利益

保険返戻金 433 －

特別利益合計 433 －

特別損失

固定資産除却損 － 113

投資有価証券売却損 － 32,214

投資有価証券評価損 － 9,931

ゴルフ会員権評価損 － 660

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 19,023

特別損失合計 － 61,943

税引前四半期純利益 221,790 98,177

法人税、住民税及び事業税 91,599 41,430

四半期純利益 130,190 56,746
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 1,170,360 1,204,926

売上原価 890,287 922,838

売上総利益 280,072 282,087

販売費及び一般管理費 ※1
 134,976

※1
 148,238

営業利益 145,095 133,848

営業外収益

受取利息 90 134

有価証券利息 875 2,799

受取配当金 7,415 171

その他 185 493

営業外収益合計 8,566 3,597

営業外費用

複合金融商品評価損 △1,542 △1,089

営業外費用合計 △1,542 △1,089

経常利益 155,204 138,535

特別損失

固定資産除却損 － 113

投資有価証券売却損 － 32,214

投資有価証券評価損 － 9,807

ゴルフ会員権評価損 － 210

特別損失合計 － 42,345

税引前四半期純利益 155,204 96,189

法人税、住民税及び事業税 64,099 40,607

四半期純利益 91,104 55,581

EDINET提出書類

コムチュア株式会社(E05678)

四半期報告書

15/23



(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 221,790 98,177

減価償却費 30,591 27,984

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 19,023

賞与引当金の増減額（△は減少） △11,179 6,491

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,920 3,680

未払役員退職金の増減額（△は減少） － △670

受取利息及び受取配当金 △8,816 △14,673

有価証券利息 － △3,674

固定資産除却損 － 113

投資有価証券売却損益（△は益） － 32,214

投資有価証券評価損益（△は益） － 9,931

複合金融商品評価損益（△は益） 5,146 4,710

ゴルフ会員権評価損 － 660

売上債権の増減額（△は増加） 184,534 13,533

たな卸資産の増減額（△は増加） △10,693 △13,857

仕入債務の増減額（△は減少） △124,354 △40,417

その他の流動資産の増減額（△は増加） 17,901 3,196

その他の流動負債の増減額（△は減少） △34,305 21,676

その他 96 △80

小計 262,790 168,019

利息及び配当金の受取額 8,816 18,347

法人税等の支払額 △112,387 △106,216

営業活動によるキャッシュ・フロー 159,219 80,150

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △453 △4,834

無形固定資産の取得による支出 △9,494 －

投資有価証券の取得による支出 △188,329 △97,930

投資有価証券の売却による収入 － 41,238

敷金の差入による支出 △314 △2,362

敷金の返還による収入 2,290 2,995

保険積立金の積立による支出 △3 △3

保険積立金の返戻による収入 403 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △195,901 △60,897

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △45,014 △48,758

財務活動によるキャッシュ・フロー △45,014 △48,758

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △81,696 △29,505

現金及び現金同等物の期首残高 1,046,220 1,129,208

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 964,523

※1
 1,099,702
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第２四半期累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１  会計処理基準に関する事項の変更 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号　平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適

用しております。

　これにより、当第２四半期累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ

1,071千円減少しており、税引前四半期純利益は20,095千円減少しており

ます。

　また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は29,373千

円であります。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)および当第２四半期会計期間(自 

平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第２四半期累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

１  棚卸資産の評価方法 　当第２四半期会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、

前事業年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方

法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものに

ついてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっておりま

す。

２  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

項目
当第２四半期累計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

１  税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。なお、法人税等調整額は、法人税、住民税及び事業税に含めて表示し

ております。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　    152,978千円
 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　    131,517千円
 

　

(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

       役員報酬 48,642千円

       給与手当 93,658千円

       法定福利費 19,015千円

       減価償却費 7,536千円

       地代家賃 22,017千円

       支払手数料 24,415千円

       賞与引当金繰入額 15,687千円

       求人費 8,369千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

       役員報酬 51,832千円

       給与手当 75,111千円

       賞与 2,800千円

       法定福利費 14,774千円

       減価償却費 9,854千円

       地代家賃 19,841千円

       支払手数料 22,746千円

       賞与引当金繰入額 14,916千円

       求人費 18,267千円

　

第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

       役員報酬 22,092千円

       給与手当 43,306千円

       法定福利費 7,747千円

       減価償却費 3,778千円

       地代家賃 10,947千円

       支払手数料 9,553千円

       賞与引当金繰入額 3,957千円

       求人費 322千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

       役員報酬 26,062千円

       給与手当 35,213千円

       法定福利費 7,311千円

       減価償却費 4,946千円

       地代家賃 10,017千円

       支払手数料 10,171千円

       賞与引当金繰入額 6,908千円

       求人費 8,044千円

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 964,523千円

現金及び現金同等物 964,523千円

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,099,702千円

現金及び現金同等物 1,099,702千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成22年９月30日)および当第２四半期累計期間(自  平成22年４月１日  至  

平成22年９月30日)

１  発行済株式の種類および総数

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 17,500

　

２  自己株式の種類および株式数

該当事項はありません。

　

３  新株予約権の四半期会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 49,000 2,800平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21年

３月27日)および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  

平成20年３月21日)を適用しております。

　

当社は、各種システムの提案、構築、保守および運用に係るサービスの提供を行っており、単一の事業セグメ

ントであるため記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末
(平成22年３月31日)

　 114,106.82円
　

　 113,097.53円
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 7,439.49円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

―
　

１株当たり四半期純利益金額 3,242.66円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

―
　

(注)  １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 130,190 56,746

普通株式に係る四半期純利益(千円) 130,190 56,746

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 17,500 17,500

　

第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 5,205.99円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

―
　

１株当たり四半期純利益金額 3,176.10円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益
金額

―
　

(注)  １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 91,104 55,581

普通株式に係る四半期純利益(千円) 91,104 55,581

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 17,500 17,500

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月９日

コムチュア株式会社

取締役会  御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    並    木    健    冶    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    木    智    博    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコム

チュア株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第26期事業年度の第２四半期会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、コムチュア株式会社の平成21年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月５日

コムチュア株式会社

取締役会  御中

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    並    木    健    冶    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    木    智    博    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコム

チュア株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第27期事業年度の第２四半期会計期間(平

成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、コムチュア株式会社の平成22年９月30日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

コムチュア株式会社(E05678)

四半期報告書

23/23


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２事業等のリスク
	３経営上の重要な契約等
	４財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第２四半期累計期間
	第２四半期会計期間

	(3)四半期キャッシュ・フロー計算書
	四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	表示方法の変更
	簡便な会計処理
	四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

